
表２　所得の限度額（平成 21年度）
扶養親族などの人数

0 人 1人 2人 3人 4人

本人所得限度額 全額支給停止 1,595,000 円 1,975,000 円 2,355,000 円 2,735,000 円 3,115,000 円

配偶者・扶養義
務者所得限度額

全額支給停止 6,287,000 円 6,536,000 円 6,749,000 円 6,962,000 円 7,175,000 円

一部支給停止 3,401,000 円 3,650,000 円 3,863,000 円 4,076,000 円 4,289,000 円
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第3号被保険者の重複期間取り扱い変更と
93歳以上（大正5年4月1日以前生まれ）の皆さまへ
「第3号被保険者の重複期間取り扱い変更、老齢福祉年金のお知らせ」

平
成
22
年
度
に
大
学
な
ど

へ
入
学
す
る
か
た
の
保

護
者
に
対
し
、
入
学
に
必
要

な
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん
を
行

い
、
そ
の
利
子
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

市
の
助
成
条
件
（
保
護
者
）

①
深
谷
市
に
引
き
続
き
1
年
以

上
居
住
し
て
い
る
こ
と

②
学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大

学
、
短
期
大
学
、
お
よ
び
専

修
学
校
（
専
門
課
程
）
に
入

学
が
決
定
し
て
い
る
か
た
の

保
護
者
で
あ
る
こ
と

③
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ

と
④
こ
の
融
資
制
度
以
外
に
入
学

資
金
の
融
資
を
受
け
て
い
な

い
こ
と

取
扱
金
融
機
関
の
融
資
条
件

①
収
入
お
よ
び
年
齢
に
つ
い
て

取
扱
金
融
機
関
が
定
め
る
基

準
を
満
た
す
か
た

②
勤
続
年
数
ま
た
は
営
業
年
数

が
1
年
以
上
の
か
た

③
取
扱
金
融
機
関
指
定
の
保
証

会
社
お
よ
び
団
体
信
用
生
命

保
険
に
加
入
で
き
る
か
た

融
資
限
度
額　

200
万
円
以
内

年
金
利　

２
・
35
％
（
変
動
金

利
）

返
済
期
間　

10
年
以
内

元
金
据
置
期
間　

4
年
以
内

（
返
済
期
間
を
含
む
）

平成22年度に大学などへ
入学される保護者のかたへ!!

●問い合わせ　教育総務課（☎574－ 5811）「大学等入学資金融資制度」

児
童
が
中
学
校
に
入
学
す
る

と
き
、
就
学
支
度
金
を
支
給
し

て
い
ま
す
。

対
象　

母
子
家
庭
や
父
子
家

庭
の
か
た
、
ま
た
は
、
親
の

い
な
い
児
童
を
養
育
し
て

い
る
か
た
で
、
平
成
22
年
4

月
に
中
学
校
に
就
学
す
る

児
童
を
扶
養
し
て
い
る
市

町
村
民
税
非
課
税
世
帯
（
申

請
者
お
よ
び
同
居
し
て
い

る
申
請
者
の
扶
養
義
務
者

全
員
が
平
成
20
年
分
の
所

得
に
対
す
る
市
町
村
民
税

の
税
金
額
が
0
円
の
世
帯
）

の
か
た

※
生
活
保
護
世
帯
を
除
く

支
給
額　

児
童
1
人
当
た
り

１
０
，
０
０
０
円

申
し
込
み　

12
月
28
日
㈪
（
郵

送
の
場
合
は
必
着
）
ま
で

に
、
申
請
書
を
児
童
課
へ

※
申
請
書
は
、
児
童
課
、
各
総

合
支
所
福
祉
健
康
課
に
あ

り
ま
す
。

※
支
度
金
は
、
口
座
振
り
込

み
と
な
り
ま
す
の
で
、
申

請
者
ご
本
人
名
義
の
普
通

口
座
の
通
帳
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

児
童
課
（
☎

574
‐
６
６
４
６
）、
県
こ
ど

も
安
全
課
（
☎
048
‐
830
‐

３
３
３
７
）

1
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
現

況
届
の
提
出

　

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
の

受
給
者
（
受
給
資
格
者
）
の
か

た
は
、
11
月
に
現
況
届
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。こ
の
届
け
は
、

前
年
の
所
得
状
況
、
養
育
状
況

お
よ
び
受
給
資
格
な
ど
を
確
認

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

提
出
い
た
だ
か
な
い
場
合
、

平
成
22
年
1
月
1
日
㈷
以
降
の

医
療
費
助
成
を
受
け
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。
対
象
と
な
る
か

た
に
は
、
10
月
末
ま
で
に
通
知

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
内
容
を

ご
確
認
の
上
、
必
ず
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
児
童
扶
養
手
当
に
該
当
し

て
い
る
か
た
は
、
児
童
扶
養

手
当
現
況
届
を
提
出
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
の
で
、
提
出

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
児
童
扶
養
手
当
現
況

届
を
提
出
し
て
い
な
い
か
た

は
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療

費
助
成
も
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
児

童
扶
養
手
当
現
況
届
の
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

児
童
課
（
☎
574

‐
６
６
４
６
）

2
ひ
と
り
親
家
庭
児
童
就
学

支
度
金
支
給
制
度

　

県
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の

ひとり親家庭のかたへ
医療費現況届の提出と就学支度金支給制度のご案内
「現況届の提出と就学支度金支給制度の利用」

市
の
利
子
補
給
率　

据
置
期
間

中
の
借
入
額
の
年
金
利
2
％

分
取
扱
金
融
機
関　

埼
玉
り
そ

な
銀
行
深
谷
支
店
（
☎
571
‐

４
１
１
１
）

提
出
書
類

①
大
学
等
入
学
資
金
融
資
あ
っ

せ
ん
申
請
書

②
大
学
な
ど
の
入
学
が
決
定
し

て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
面

の
写
し

③
住
民
票
ま
た
は
外
国
人
登
録

原
票
記
載
事
項
証
明
書
（
世

帯
全
員
）

④
市
税
納
税
証
明
書（
全
税
目
）

⑤
入
学
手
続
き
時
に
納
付
す
る

経
費
の
内
訳
書
の
写
し

⑥
ロ
ー
ン
借
入
申
込
書

⑦
団
体
信
用
生
命
保
険
申
込
書

⑧
個
人
情
報
に
関
す
る
同
意
書

⑨
印
鑑
証
明
書

⑩
所
得
確
認
資
料

申
し
込
み　

平
成
22
年
4
月
23

日
㈮
ま
で
に
教
育
総
務
課
へ

（注 1）扶養親族などの数が 5人以上のときは、本人所得限度額については 1人当たり 380,000 円が、扶養義務者等
所得限度額については 1人当たり 213,000 円が加算されます。

（注 2）扶養親族などが老人扶養親族などであるときは、さらに一定額が加算される場合があります。

日
〜
大
正
5
年
4
月
1
日
の
か
た

で
、
保
険
料
納
付
済
期
間
が
1
年

未
満
で
あ
り
、
保
険
料
納
付
済
期

間
と
保
険
料
免
除
期
間
を
合
算
し

た
期
間
が
生
年
月
日
に
応
じ
て
表

1
の
期
間
を
超
え
て
い
る
か
た

1
第
3
号
被
保
険
者
と
厚
生
年
金
な

ど
の
加
入
期
間
が
重
複
す
る
場
合

の
取
り
扱
い
変
更
に
つ
い
て

　

老
齢
年
金
を
受
け
始
め
て
か
ら
、

国
民
年
金
第
3
号
被
保
険
者
期
間
と

重
複
す
る
厚
生
年
金
な
ど
の
加
入
期

間
が
新
た
に
判
明
し
た
場
合
に
は
、

会
社
な
ど
を
退
職
し
た
後
の
第
3
号

被
保
険
者
期
間
が
引
き
続
き
保
険

料
納
付
済
み
期
間
と
し
て
取
り
扱
わ

れ
、
過
去
の
年
金
額
が
減
額
と
な
ら

な
く
な
り
ま
し
た
。

※
国
民
年
金
第
3
号
被
保
険
者
は
会

社
員
や
公
務
員
に
扶
養
さ
れ
る
配

偶
者
の
こ
と
で
す
。

※
す
で
に
年
金
額
を
返
納
さ
れ
た
か

た
に
は
、
返
納
さ
れ
た
額
が
改
め

て
支
払
わ
れ
ま
す
。

※
社
会
保
険
事
務
所
に
申
出
書
な
ど

の
提
出
手
続
き
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

熊
谷
社
会
保
険
事
務

所
（
☎
522
‐
５
１
５
８
）

2
老
齢
福
祉
年
金
の
お
知
ら
せ

　

老
齢
福
祉
年
金
は
、
国
民
年
金

制
度
が
発
足
し
た
当
時
（
昭
和
36
年

4
月
）
す
で
に
ご
高
齢
で
あ
っ
た
た

め
、
老
齢
年
金
の
受
給
資
格
期
間
を

満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
た
に
対

し
て
、
支
給
さ
れ
る
年
金
で
す
。

※
次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
か

た
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
生
年
月
日
が
明
治
44
年
4
月
1
日

以
前
の
か
た

②
生
年
月
日
が
明
治
44
年
4
月
2

年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る
場

合
（
恩
給
法
に
よ
る
年
金
な
ど
が

７
１
２
，
０
０
０
円
よ
り
少
な
い

と
き
は
、
差
額
分
の
老
齢
福
祉
年

金
が
支
給
）

②
受
給
者
、
受
給
者
の
配
偶
者
ま
た

は
扶
養
義
務
者
（
受
給
者
の
生
計

を
維
持
し
て
い
る
か
た
）
の
前
年

の
所
得
が
表
2
以
上
の
場
合

③
海
外
に
居
住
し
て
い
る
場
合

　

年
金
額
は
４
０
５
，８
０
０
円
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

埼
玉
社
会
保
険
事
務

局
（
☎
048
‐
823
‐
３
３
０
０
）、

保
険
年
金
課
（
☎
574
‐
６
６
４
１
）

※
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

は
、
年
金
の
支
給
が
全
部
ま
た
は

一
部
停
止
さ
れ
ま
す
。

①
受
給
者
が
恩
給
法
に
よ
る
年
金
、

労
災
保
険
法
に
よ
る
年
金
、
ま

た
は
被
用
者
年
金
各
法
に
よ
る

表１　該当者の生年月日・期間
生年月日 期間

明治45年 4月 1日以前 4 年

明治 45年 4月 2日～大正 2年 4月 1日 5 年

大正 2年 4月 2日～大正 3年 4月 1日 6 年

大正 3年 4月 2日～大正 5年 4月 1日 7 年
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数
分
当
選
し
な
か
っ
た
場
合
、

〔
全
員
行
か
な
い
〕ま
た
は〔
当

選
人
数
分
参
加
す
る
〕
の
ど
ち

ら
か
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

2
第
2
回
文
化
遺
産
コ
ン
サ
ー
ト

「
宮
本
妥
子
マ
リ
ン
バ
・
コ
ン
サ
ー
ト
」

主
な
曲
目　

リ
ベ
ル
タ
ン
ゴ
、

赤
と
ん
ぼ
、
剣
の
舞
ほ
か　

と
き　
11
月
29
日
㈰
開
場
＝
午
後

2
時
30
分
、
開
演
＝
午
後
3
時

と
こ
ろ　
花
園
文
化
会
館
ア
ド
ニ
ス

入
場
料　

一
般
＝
１
，
０
０
０

円
、
高
校
生
以
下
＝
500
円

発
売　
10
月
15
日
㈭
午
前
10
時

か
ら
直
接
花
園
文
化
会
館
ア
ド

ニ
ス
か
深
谷
市
民
文
化
会
館
へ

1
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
倶
楽
部
ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
体
験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

対
象　

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
倶く

楽ら

部ぶ

登
録
者
（
市
内
在
住
の
小
学

校
４
年
生
〜
中
学
生
）

※
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
倶
楽
部
へ
の

登
録
方
法
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
き　

11
月
28
日
㈯
午
後
1
時

30
分
〜

と
こ
ろ　

中
宿
歴
史
公
園
古
代

倉
庫（
道
の
駅
お
か
べ
西
側
）

内
容　

11
月
29
日
㈰
に
花
園
文

化
会
館
ア
ド
ニ
ス
で
行
う
第

2
回
文
化
遺
産
コ
ン
サ
ー
ト

出
演
の
宮み

や
も
と本
妥や

す

子こ

さ
ん
・
中な

か

路じ

友と
も

恵え

さ
ん
に
よ
る
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
マ
リ
ン
バ
演
奏
を

体
感
で
き
ま
す
。

参
加
料　

無
料

定
員　

20
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
11
月

２
日
㈪
午
後
２
時
か
ら
教
育
庁

舎
内
で
公
開
抽
選
を
し
ま
す
。

申
し
込
み　

10
月
29
日
㈭
ま
で

に
、
往
復
は
が
き
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
直
接
ま
た

は
郵
送
で
生
涯
学
習
課
へ

※
友
達
同
士
な
ど
、
複
数
人
で
参

加
し
た
い
か
た
は
、
は
が
き
１

枚
に
参
加
人
数
分
の
氏
名
を

記
入
の
上
、
抽
選
し
た
際
、
人

クラシック音楽体験
ワークショップを開催します！

●問い合わせ　生涯学習課（☎572－ 9581）「アーティスト倶楽部」

※
募
集
は
、
部
屋
ご
と
に
行
い

ま
す
。
応
募
者
が
複
数
の
場

合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

市
営
住
宅
（
空
き
家
住
宅
）

の
入
居
者
を
次
の
通
り

募
集
し
ま
す
。

対
象　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満

た
す
か
た

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場

所
が
あ
る
こ
と

②
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
い
る
こ
と

③
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る

こ
と

④
年
収
が
一
定
額
以
下
で
あ
る

こ
と

⑤
市
町
村
税
な
ど
を
完
納
し
て

い
る
こ
と

⑥
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

⑦
連
帯
保
証
人
を
２
人
確
保
で

き
る
こ
と

申
し
込
み　

10
月
21
日
㈬（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
ま

で
に
、
申
込
書
を
く
ら
し
い

き
い
き
課
ま
た
は
各
総
合
支

所
市
民
環
境
課
へ

※
郵
送
の
場
合
は
、
10
月
21
日

㈬
（
必
着
）
ま
で
に
、
く

ら
し
い
き
い
き
課
（
〠
366
‐

8501
・
仲
町
11
‐
１
）
へ

入
居
予
定
日　

12
月
1
日
㈫

※
詳
し
く
は
、
く
ら
し
い
き

い
き
課
お
よ
び
各
総
合
支

所
市
民
環
境
課
窓
口
で
配

布
す
る
募
集
案
内
、
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

空き家住宅 7戸の
受け付けを開始します

●問い合わせ くらしいきいき課（☎574－ 6633）「市営住宅入居者募集」

入居者募集住宅

住宅名 所在地 建築年度 間取り 募集戸数 家賃（円）　※予定額

緑ヶ丘住宅 緑ケ丘 22 昭和 60年 3DK 2 21,400 ～ 42,000

宿 根 住 宅 宿根 600

昭和 63年
2DK 1 18,500 ～ 36,400

3DK 1 22,200 ～ 43,700

平成   5 年 3DK 1 24,100 ～ 47,400

平成   6 年 2DK 2 20,300 ～ 39,800

　1本！ 柔の道！第 40回全国中学校柔道大会出場！

　8 月 26 日に日本赤十字社に対し多額の社費を納め、赤十字
事業の進展に多大な貢献をされたかたに感謝状が、永年にわ
たり、赤十字奉仕団として、赤十字事業の進展に多大な貢献
をされたかたにボランティア感謝状が、新井市長から伝達さ
れました。吉

よし

田
だ

光
みつ

枝
え

氏、原
はらぐち

口智
ち

江
え

子
こ

氏、大
おおさわ

澤照
てる

子
こ

氏、団員 26
人それぞれに感謝状が贈られました。

　日本赤十字社感謝状およびボランティア感謝状伝達式

　奈良県などで 7月 28 日～ 8 月 20 日まで開催された、全国
高校総体（通称：インターハイ）で、昨年度優勝というプレッ
シャーをはねのけ、陸上女子 800 ｍで、真

ま

下
した

まなみさん（深
谷商業高校 3年）が優勝し、見事、2連覇を達成しました。そ
の栄誉をたたえ、深谷市スポーツ栄誉賞が贈られました。

　2連覇達成！　スポーツ栄誉賞

　8 月 22 日～ 25 日まで、沖縄県で開催された「第 40 回全
国中学校柔道大会」へ、神

かみ

尾
お

啓
けい

太
た

くん（川本中学校 3年）が
73kg 級男子個人戦に埼玉県代表として出場しました。健闘し
ましたが、惜しくも 2回戦で涙をのみました。
　全国大会での貴重な体験を、今後の学校生活や、柔道生活
に生かして、大きく羽ばたいて欲しいと思います。

柴
しばさき

﨑松
まつ

治
じ

さん（上柴町東）　
9月 21日生

新
あら

井
い

とくさん（上増田）　
9月 23日生

お誕生日
おめでとう
ございます
Hum

an　LibraryHum
an　Library 

　8月 8日に川本出土文化財管理センターで、縄文土器作り体
験教室が実施されました。42 人の参加者は、市内から出土し
た縄文土器を見ながら、昔の技法を用いて、粘土から思い思
いの土器を作り上げました。8月 22 日には、同施設の屋外で、
乾燥させた土器を焼く野焼きが行われ、赤く焼き上がった土器
を見た参加者から、歓声が沸き上がりました。

　夏休み　ドッキドキ！　みんなで縄文土器作り体験

祝!! 100 歳

往信

往信（表） 返信（裏）
【往復はがきの記入例】

〒366-0823

「
ア
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ト
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楽
部
」

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
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験
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
係

生
涯
学
習
課

深
谷
市
本
住
町
17　

３

－

※
何
も
書
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

返信

返信（表） 往信（裏）

申
込
者
の
お
名
前　

様

申
込
者
の
ご
住
所

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
倶
楽
部
登
録
者
の

　

氏
名

　

学
校
名
・
学
年

申込者の郵便番号

全国大会出場を決め、8 月
17 日、新井市長を表敬訪問
した神尾くん

2連覇を達成し、9月 11 日
に、スポーツ栄誉賞を受賞
した真下さん
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